
平成１９年７月５日 （社）日本建築学会近畿支部材料施工委員会資料 尾形素臣鉄筋溶接継ぎ手工法の特徴

裏当ての種類 工法名 超音波探傷検査 外観検査 作業の容易さ 防風対策 備考

昔 か ら 使 用 さ れ て い銅 ＫＥＮ－ＳＨ △ ◎ △ ◎
セ ラ ミ ッ ク ス 裏 当 防 風 ジ グ が 完 全 な た め 作 完全な防風ジグを使用している る 。 レ ー ル 溶 接 か ら。

てを併用。 業 性 は 悪 く な る 。 鋼 板 裏 スタート。

当 て に 比 べ 柱 の 溶 接 が む ルーツは早稲田大学。

ずかしい。

昔 か ら 使 用 さ れ て いＮＫＥ △ ◎▲ △ ◎
柱 溶 接 時 に は 鋼 板 柱 溶 接 時 に は 鋼 板 裏 防 風 ジ グ が 完 全 な た め 作 完全な防風ジグを使用している る 。 レ ー ル 溶 接 か ら。

裏当てを併用。 当 て を 併 用 。 外 観 検 業性は悪くなる。 スタート。

査不可。

派 生 技 術 が 多 い 。 い鋼板 ＮＴ各種 △ ▲ ◎△ △
外観検査は不可能。 溶 け 込 み を 確 保 す る た め 防風対策は不完全。強風時には わゆる草の根技術。

に 電 流 を 増 加 さ せ る と 、 防風対策必要。

裏 当 て が 突 き 抜 け て し ま

う 。 ル ー ト 部 不 溶 着 が で

きやすい。

裏 当 て 鋼 板 を 鉄 筋 を つ な

ぐ 仮 付 け に 使 用 で き る の

で作業スピードは速い。

Ｎ Ｔ に 対 抗 す る た めＳＢ △ ▲△ ◎△ △
外 観 検 査 は 不 完 全 、 溶 け 込 み を 確 保 す る た め 防風対策は不完全。強風時には ＣＢグループが開発。

ル ー ト 部 溶 け 込 み は に 電 流 を 増 加 さ せ る と 、 防風対策必要。 愛知工業大学開発。

熱 変 色 塗 料 で 確 認 。 裏 当 て が 突 き 抜 け て し ま

こ の 検 査 方 法 は 気 休 う 。 ル ー ト 部 不 溶 着 が で

め程度。 きやすい。

裏 当 て 鋼 板 を 鉄 筋 を つ な

ぐ 仮 付 け に 使 用 で き る の

で作業スピードは速い。

特 許 権 者 大 阪 府 他 。セラミックス ＣＢ △ ◎ ○△ △
セ ラ ミ ッ ク ス の 除 去 清 掃 防風対策は不完全。強風時には 愛知工業大学開発。

作 業 が 必 要 。 鋼 板 裏 当 て 防風対策必要。

に 比 べ 柱 の 溶 接 が む ず か

しい。

注 ：◎：極めて優れている。○：優れている。△：劣っている。または、あまり信頼できない。▲：全く信頼できない。1

注 ：ＮＴ各種は数多くの派生技術がある。それぞれ短所を修正する工夫があると期待される。2
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工法の種類 継ぎ手剛性 継ぎ手強度 超音波探傷検査 外観検査 作業の容易さ 適用鉄筋 作業スピード 価格

Ｄ ３ ２ 以 下ガス圧接 ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ○
良 好 な 圧 接 で あ れ 良好な圧接であ 溶接に比べ有効。 外 観 検 査 は 可 能 で Ｄ３２以下に向 では安価。

ば母材剛性。 れば母材強度。 あ る が 、 外 観 と 継 いている。

ぎ 手 性 能 の 関 係 は ＰＣコンクリー

薄い。 ト、先組には不

圧 接 条 件 が 悪 い と 適。

外 観 が 良 く て も 、

継 ぎ 手 の 強 度 は 低

い。

Ｄ ３ ２ ま で溶接 ◎ ◎ △ ◎▲ △ ○ ◎
良 好 な 溶 接 で あ れ 良好な溶接であ 信頼性に欠ける。 鋼 板 裏 当 て で は 不 溶接は特殊技術。 全範囲に適用で 圧 接 の １ ． ５ 倍 は 圧 接 と ほ

ば母材剛性。 れば母材強度。 可能。 柱 鉄 筋 の 溶 接 は きる。 から２倍。 ぼ 同 じ 、 Ｄ

銅 、 セ ラ ミ ッ ク ス 難しい。 ３ ５ 以 上 は

は可能。 安価。

最 も 高 い 。機械式継ぎ手 ◎○ ◎○ ▲ ▲ ◎ ○ △
良 好 な 施 工 で あ っ 良好な施工であ 不可能。 有 効 な 検 査 方 法 は 特殊技術は不要。 Ｄ３５以上に向 圧 接 の １ ／ ２ 以 最 近 ま す ま

て も 母 材 剛 性 に 満 っても母材強度 未開発。 これは重要。 いている。 下。 す 高 く な っ

たない場合がある に満たない場合 ている。。

がある。

注：◎：極めて優れている。○：優れている。△：劣っている。または、あまり信頼できない。▲：全く信頼できない。


